
東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所

２０２３年度　パフォーマンス向上会議情報（２０２３年４月１８日（火）分）

◆不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。

法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の

不具合が対象になります。

２０２３年４月１８日のパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。

番号 グレード 発見日

1 ＧⅢ 4月12日

2 ＧⅢ 4月14日

不適合内容

【５・６号機西側法面の伐採作業中における協力企業作業員の蜂刺されについて】
協力企業作業員が、２０２２年９月１７日に５・６号機西側法面の伐採作業中に蜂に左腕を刺され負傷。
救急医療室にて診察および治療を受けた後、片付けに戻っており、不休災害となっている。
現場周辺を確認し、蜂の巣を確認したことから、駆除済み。
蜂刺されについては、作業員へ注意喚起を行い、作業前現場確認を再徹底した。
なお、蜂刺されが発生した際に不適合の起票を失念していたことが判明したため、改めて審議したもの。

【ろ過水・純水設備の水処理装置処理水放流弁の閉動作不良について】
協力企業作業員が、ろ過水・純水設備の排水処理運転を実施し、排水停止を行った際に水処理装置処理水放流弁が
閉動作しないことを確認。
現場操作盤にて動作確認を実施したところ、開側は正常に動作するものの、閉側は動作しないことを確認。
なお、当該弁については、手動にて全閉にできることから、ろ過水・純水設備の運転に影響なし。
今後、当該弁を交換予定。


